
「
日
本
共
産
党

新
春
の
つ
ど
い
」

が

日
、
鶴
岡
市

21
勤
労
者
会
館
で
開

か
れ
ま
し
た
。

五
十
嵐
貞
子
地

区
委
員
長
が
、
「
４

月
の
県
議
選
で
、

関
と
お
る
県
議
の

必
勝
と
、
強
く
大

き
な
党
を
作
り
、

物
価
高
騰
や
コ
ロ

ナ
か
ら
く
ら
し
や
営
業
を

し
っ
か
り
守
る
一
年
に
」

と
挨
拶
し
ま
し
た
。

関
と
お
る
県
議
が
、
こ

の
間
の
実
績
と
４
月
の
県

議
選
に
向
け
て
決
意
を
表

明
。
コ
ロ
ナ
で
ひ
っ
迫
す

る
医
療
機
関
へ
の
支
援
を

求
め
て
実
現
し
た
こ
と
な

ど
を
紹
介
し
、
３
期
目
を

目
指
し
て
奮
闘
す
る
と
力

強
く
述
べ
ま
し
た
。

悪
天
候
の

た
め
、
急
き

ょ
リ
モ
ー
ト

で
参
加
し
た

紙
智
子
参
議

院
議
員
は
、

岸
田
政
権
が

進
め
る
敵
基

地
攻
撃
能
力

保
有
や
大
軍

拡
を
厳
し
く

批
判
。

日
23

か
ら
の
通
常
国
会
で
統
一

協
会
な
ど
の
問
題
と
合
わ

せ
て
徹
底
追
及
す
る
と
話

し
ま
し
た
。

ま
た
、
「
１
９
８
０
年

代
は
軍
事
費
よ
り
農
業
予

算
が
多
か
っ
た
が
、
い
ま

農
業
予
算
は
大
き
く
削
ら

れ
、
特
に
畜
産
農
家
が
危

機
に
瀕
し
て
い
る
。

軍
事
費
２
倍
で
な
く
、

戦
争
を
さ
せ
な
い
外
交
こ

そ
い
ま
も
と
め
ら
れ
て
い

る
」
と
訴
え
、
「
党
創
立

１
０
１
年
目
、
戦
争
す
る

国
づ
く
り
許
さ
な
い
！
あ

な
た
も
日
本
共
産
党
へ
入

党
を
」
と
呼
び
か
け
ま
し

た
。つ

ど
い
に
参
加
し
た
男

性
が
、
入
党
を
決
意
し
ま

し
た
。
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民
へ
の
説
明
が
必
要
、
②
学
校
給
食
な

ど
教
育
の
無
償
化
は
で
き
る
限
り
進
め

た
い
が
、
財
源
が
課
題
、
③
「
原
発
に

頼
ら
な
い
社
会
」
を
引
き
続
き
政
府
に

提
言
し
て
い
く
、
な
ど
回
答
が
あ
り
ま

し
た
。
県
民
要
望
実
現
と
岸
田
政
権
の

政
策
の
矛
盾
が
激
化
し
て
い
る
こ
と
が

感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

▽

日
（
土
）
新
春
の
つ
ど
い
で
挨
拶
。

21
土
砂
災
害
対
策
、
コ
ロ
ナ
対
策
、
大
軍

•

拡
反
対
等
に
つ
い
て
の
県
政

国
政
の

状
況
と
課
題
、
そ
し
て
必
勝
の
決
意
を

述
べ
ま
し
た
。
終
了
後
、
た
く
さ
ん
の

激
励
の
お
言
葉
を
か
け
て
頂
き
、
感
謝

感
激
し
ま
し
た
。
（
県
議

関

徹
）

▽

日
（
金
）
党

20
県
議
団
と
県
委
員

会
で
、
吉
村
知
事

に
来
年
度
予
算
に

つ
い
て
の
要
望
を

お
こ
な
い
ま
し
た
。

各
分
野
の
要
望

を
ま
と
め
た
全
58

項
目
の
内
５
つ
を

重
点
項
目
と
し
て
、
知
事
に
当
日
の
回

答
を
求
め
ま
し
た
。

知
事
か
ら
は
、
①
（
政
府
の
大
軍
拡

に
つ
い
て
）紛
争
の
外
交
解
決
が
重
要
。

安
保
３
文
書
は
大
転
換
と
も
考
え
ら
れ

る
の
で
、
国
会
で
の
十
分
な
審
議
と
国

鶴
岡
市
総
合
計
画
審
議

会
の
市
民
教
育
専
門
委
員

会
が

日
、
開
か
れ
ま
し

18

た
。総

合
計
画
の
中
間
見
直

し
の
進
め
方
に
つ
い
て

は
、
基
本
構
想
、
基
本
計

画
、
実
施
計
画
の
３
部
構

成
の
う
ち
、
来
年
３
月
を

目
途
と
し
、
令
和
５
年
度

中
に
基
本
計
画
を
見
直
す

と
の
こ
と
で
す
。

委
員
か
ら
は
、
少
子
化
、

人
口
減
少
に
つ
い
て
発
言

が
あ
り
ま
し
た
。

「
鶴
岡
は
何
に
も
な
い

か
ら
都
会
へ
と
祖
父
母
が

言
う
が
、
素
晴
ら
し
い
と

こ
ろ
が
沢
山
あ
る
」、

「
７
年
前
に
Ｕ
タ
ー
ン

し
た
が
、
鶴
岡
の
食
が
戻

る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
。

給
食
の
質
の
高
さ
を
実

感
し
た
」、

「
学
生
の
就
職
活
動
に

苦
戦
し
た
。

女
子
の
入
学
が
増
え
た

が
、

数
年
前
の
エ
ン
ジ

20

ニ
ア
は
男
社
会
で
、
女
性

用
の
更
衣
室
や
ト
イ
レ
も

工
場
に
は
な
い
と
言
わ
れ

た
。女

子
学
生
も
徐
々
に
就

職
し
や
す
く
な
っ
た
の
は

年
前
く
ら
い
だ
。

10
女
性
が
活
躍
で
き
る
社

会
は
魅
力
的
な
町
だ
」
と

言
っ
た
意
見
が
出
さ
れ
ま

し
た
。

ご
み
の
リ
サ
イ
ク
ル
率

に
つ
い
て
は
、

「
海
岸
の
漂
着
ご
み
調

査
研
究
し
て
い
る
が
、
庄

内
海
岸
の
ゴ
ミ
は
８
割
が

国
内
、
外
国
は
１
割
程
度

だ
。最

上
川
、
赤
川
河
口
は

ひ
ど
い
。
外
に
置
い
て
お

い
た
ゴ
ミ
が
飛
ば
さ
れ

て
、
川
で
下
る
の
だ
。

（
２
面
に
つ
づ
く
）
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国
保
税
水
準
統
一
に
係

る
説
明
会
が

日
、
県
健

16

康
福
祉
部
か
ら
２
人
の
担

当
者
が
来
庁
し
、
市
国
保

運
営
協
議
会
公
益
代
表

（
市
議
会
議
員
）
に
対
し

て
行
わ
れ
ま
し
た
。

保
険
税
水
準
統
一
が

義
務
化
に

説
明
で
は
、

保
険
税
（
料
）
水
準
の

統
一
に
向
け
、
都
道
府
県

国
民
健
康
保
険
運
営
方
針

の
必
須
記
載
事
項
と
し

て
、
「
保
険
料
水
準
の
平

準
化
に
関
す
る
事
項
」
が

追
加
さ
れ
、
令
和
６
年
４

月
１
日
施
行
に
よ
り
、
保

険
税
（
料
）
水
準
の
統
一

が
実
質
的
に
法
律
上
義
務

付
け
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
。こ

れ
ま
で
２
次
医
療
圏

単
位
で
の
統
一
に
向
け
た

検
討
を
行
っ
て
き
た
が
、

山
形
県
は
医
療
費
水
準
の

格
差
は
、
全
国
平
均
と
比

べ
少
な
い
。

理
念
と
す
る
税
負
担
の

平
準
化
は
、
２
次
医
療
圏

単
位
で
は
、
そ
の
効
果
が

一
定
程
度
弱
ま
る
。

２
次
医
療
圏
か
ら
県
全

体
に
、
段
階
的
に
統
一
を

進
め
れ
ば
、
期
間
が
長
く

な
り
、
負
担
増
が
大
き
い

市
町
村
の
財
政
運
営
リ
ス

ク
が
上
が
る
こ
と
か
ら
、

全
県
単
位
で
の
統
一
を
目

指
す
こ
と
と
し
た
、
と
の

こ
と
で
す
。

鶴
岡
は
医
療
費
指
数

低
い医

療
費
指
数
は
、
年
齢

調
整
後
の
医
療
費
の
水
準

を
、
全
国
を
１
と
し
て
指

数
化
し
、
県
平
均
は
０
・

９
７
７
で
す
。

１
以
上
の
高
い
市
町
村

は
、

大
蔵
村
１
・
１
２
０
、

山
辺
町
１
・
０
３
５
、

川
西
町
１
・
０
３
４

南
陽
市
１
・
０
３
１
、

米
沢
市
１
・
０
２
３
、

上
山
市
１
・
０
１
８
、

山
形
市
１
・
０
１
４
、

高
畠
町
１
・
０
１
２
、

西
川
町
１
・
０
１
１
、

村
山
市
１
・
０
０
７
、

と

市
町
村
が
１
以
上

10

と
な
っ
て
お
り
、
鶴
岡
市

は
０
・
９
２
０
と
低
く
な

っ
て
い
ま
す
。

令
和
７
年
度
か
ら
「
納

付
金
ベ
ー
ス
の
統
一
」

令
和
７
年
度
か
ら

年
11

度
に
か
け
て
、
激
減
緩
和

措
置
を
設
け
、
段
階
的
に

「
納
付
金
ベ
ー
ス
の
統
一
」

を
目
指
し
、
「
税
率
の
完

全
統
一
」
は
、
将
来
的
な

検
討
課
題
と
し
て
い
ま

す
。「

納
付
金
ベ
ー
ス
の
統

一
」
と
は
、
市
町
村
で
異

な
る
医
療
費
水
準
は
反
映

せ
ず
（
市
町
村
の
相
互
扶

助
の
実
現
）
、
保
健
事
業

や
収
納
率
、
剰
余
金
や
基

金
残
高
を
踏
ま
え
て
、
市

町
村
独
自
に
税
率
を
決
定

し
ま
す
。

「
税
率
の
完
全
統
一
」

と
は
、
同
一
世
帯
・
同
一

所
得
の
水
準
で
あ
れ
ば
、

居
住
市
町
村
に
か
か
わ
ら

ず
、
税
率
が
同
じ
に
な
る

こ
と
で
す
。

県
内
統
一
は
時
期
尚

早
鶴
岡
市
は
当
初
の
段
階

で
は
「
合
意
出
来
な
い
」

と
し
て
い
ま
し
た
が
、
国

保
運
営
協
議
会
に
諮
問
も

せ
ず
、
庁
内
協
議
に
お
い

て
「
合
意
す
る
」
と
回
答

し
て
い
ま
し
た
。

坂
本
昌
栄
議
員
は
、「
未

だ

都
道
府
県
し
か
実
施

13
さ
れ
て
お
ら
ず
、
医
療
費

適
正
化
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ

ブ
（
動
機
付
け
）
の
条
件

も
確
定
さ
れ
な
い
ま
ま
、

県
が
強
行
に
統
一
を
進
め

る
こ
と
は
時
期
早
々
で
は

な
い
か
」と
述
べ
ま
し
た
。

他
の
議
員
か
ら
も
、「
県

と
し
て
、
医
療
費
水
準
の

高
い
市
町
村
の
実
態
や
、

課
題
等
の
調
査
は
し
て
い

る
の
か
」、

「
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
へ

の
対
応
は
」、

「
医
療
の
地
域
格
差
が

あ
り
、
医
師
確
保
に
向
け

た
取
り
組
み
を
強
化
す
る

べ
き
」
な
ど
、
多
く
の
意

見
が
出
ま
し
た
。

鶴
岡
市
の
国
保
負
担

増
が
懸
念

鶴
岡
市
は
医
療
費
指
数

が
低
く
、
納
付
金
ベ
ー
ス

の
統
一
で
も
、
余
剰
金
や

基
金
を
使
い
、
市
民
へ
の

負
担
を
増
大
さ
せ
る
こ
と

が
無
い
と
し
て
い
ま
す
。

今
後
の
問
題
と
し
て
、

複
数
の
市
町
村
か
ら
の
要

望
に
よ
り
、
「
税
率
の
完

全
統
一
」
の
可
否
も
含
め

た
検
討
開
始
時
期
を
前
倒

し
し
て
行
う
こ
と
を
、
協

議
事
項
に
盛
り
込
む
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

鶴
岡
市
の
国
保
税
の
負

担
が
今
後
増
え
、
市
民
に

与
え
る
影
響
が
大
き
い
こ

と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

都市計画課入札結果（ ）内は予定価格
1月19日入札分

・旧医師公舎跡地造成工事（家中新町地内）（入札5業者うち1業者辞退）
ユーワ(株) 7,660,000円（7,910,000円）工期～3/31（落札率96.84％）

建築課入札結果（ ）内は予定価格
1月12日入札分

・第四学区コミュニティセンターエアコン設置工事（稲生一丁目10－80）
（入札6業者）
羽黒設備(株) 1,090,000円（1,330,000円、最低制限価格930,720円）工期
～3/30（落札率81.95％）

下水道課入札結果（ ）内は予定価格
1月16日入札分

・市集落排水事業 羽黒中央地区管路施設白山橋添架管ほか改良工事（羽
黒町荒川ほか地内）（入札3業者）
(株)丸元建設 17,000,000円（17,180,000円）工期～3/31（落札率98.95％）

12月27日入札分
・市公共下水道事業 汚水4044-1号新設工事（加茂地内）（入札1業者）
(株)山本組 3,900,000円（4,110,000円）工期～3/31（落札率94.89％）

か
ら
、
市
議
団
は

日
、

24

反
論
の
文
書
を
本
人
宛
に

届
け
ま
し
た
。

反
論
で
は
、
「
議
長
は

市
議
会
を
代
表
し
、
各
会

派
の
意
見
を
尊
重
し
て
、

公
平
公
正
に
議
会
を
運
営

し
て
い
く
責
務
が
あ
り
ま

鶴
岡
市
議
会
公
明
党
の

広
報
誌
の
中
で
、
富
樫
正

毅
議
員
が
、
『
政
務
活
動

費
（
公
金
）
の
適
切
な
活

用
へ
』
と
題
す
る
文
章
を

掲
載
し
、
内
容
は
主
と
し

て
共
産
党
市
議
団
に
対
す

る
攻
撃
文
書
で
あ
る
こ
と

す
が
、
議
長
を
補
佐
す
る

副
議
長
が
、
会
派
を
一
方

的
に
批
判
す
る
文
書
を
市

内
に
配
布
す
る
「
常
軌
を

逸
し
た
」
行
為
と
思
い
ま

す
。」
と
述
べ
て
い
ま
す
。

「
広
報
費
は
適
正
に
使

用
さ
れ
不
正
は
な
く
、
政

倫
審
を
他
党
攻
撃
の
場
と

し
て
利
用
し
て
い
る
」
と

指
摘
し
ま
し
た
。

（
１
面
の
つ
づ
き
）

市
の
ゴ
ミ
排
出
量
多

い
。
分
別
が
も
っ
と
で
き

れ
ば
い
い
。

リ
サ
イ
ク
ル
や
資
源
回

収
は
子
ど
も
の
う
ち
に
経

験
す
る
こ
と
だ
が
、
子
ど

も
会
が
少
な
く
な
り
、
自

治
会
と
一
体
に
進
め
て
い

る
状
況
だ
」
と
言
っ
た
発

言
も
出
さ
れ
ま
し
た
。

教
育
関
係
者
か
ら
は
、

「
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響

が
学
校
現
場
で
も
表
れ
、

子
ど
も
達
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
不
足
、
イ
ラ
イ

ラ
、
集
中
が
続
か
な
い
、

異
年
齢
交
流
が
な
い
。

一
方
で
、
ゲ
ー
ム
や
動

画
視
聴
の
時
間
が
増
え
て

い
る
」
と
言
っ
た
発
言
も

出
さ
れ
ま
し
た
。

長
谷
川
剛
議
員
が
傍
聴

参
加
し
ま
し
た
。


